
学校施設の質的改善・向上に関するワーキンググループについて
１．検討背景

〇 子供たちの学び舎生活がどのように豊かになるのか、具体的な事例から効果を
収集・分析し、広く発信することが求められている。

「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（最終報告）」（令和4年3月）学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議

〇 次期教育振興基本計画の策定に向けた審議の中で、2040年以降を見据えた総括的な
基本方針として、「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」が掲げられている。

「次期教育振興基本計画の策定に向けたこれまでの審議経過について（報告）（素案）」（令和〇年〇月）
中央教育審議会教育振興基本計画部会

新しい時代の学びを実現する学校施設を具現化するため、ウェルビーイングの観点も考慮し、
具体的な整備事例を収集する。その際、当該学校施設による教育上・生活上の効果を検証する。
学校関係者等の参画による豊かな学びの環境整備の観点から、プロセスも事例収集する。

２．実施内容

＜ウェルビーイングの観点＞
・開放的協調性と多様なつながり（柔軟で創造的な学習空間、地域や社会と連携・協働する共創空間、複合化など）
・教師のウェルビーイングの確保
・ICTを活用し、一人一人の状況やニーズに応じたよりよい教育環境の実現
・安全・安心な環境

３．成果イメージ

新たな時代の学びを実現する学校施設の整備事例と効果、学校づくりのプロセスをまとめた
アイデア事例集を作成。

４．スケジュール

令和５年度中に、「アイデア事例集（案）」を作成

 
 

 

 

 

 

 

【新しい時代の学び舎として創意工夫により特色・魅力を発揮】 

 

 

 

 

 

 

【新しい時代の学び舎の土台として着実に整備を推進】 

 

 

 

 

 

 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で

創造的な学習空間を実現する 

子供たちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境を実現する 

新しい生活様式を踏まえ、健やかな学習・生活空間を実現する 

地域や社会と連携・協働し、ともに創造する共創空間を実現する 

脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境を実現する 

新しい時代の学び舎として目指していく姿（イメージ
図）

資料２－２
学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議

（第2回）
2023年1月16日（月）15:00-17:00
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アイデア事例集イメージ 「新たな学校施設づくりのアイディア集」（平成22年1月）

平成２０年に改訂された学習指導要領において、２１世紀の教育の考え方や「生きる力」という理念が示された
これに対応するため、新しい工夫があり他の学校の参考になると思われる学校施設のアイディアを収集
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アイデア事例集イメージ 「新たな学校施設づくりのアイディア集」（平成22年1月）

新たな学校づくりに関する３０アイディアについて、写真やイラストを用いながら、「期待される効果」「計画のポイント」
「効果的に利用するための注意点」などを分かりやすく解説
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